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古代文字 （神代
じんだい

文字） 

２月１１日は建国記念の日。紀元前 660 年２月 1１日に、初代天皇・

神武天皇が即位した日からこの日を定めた。日本が建国されたことを祝

う日です。でも、この日以前にも日本国はあったし、言葉や文字はあっ

たようだ。漢字伝来以前の日本で使用された文字を「古代文字（神代文

字）」という。真偽はあるが「ヲシテ文字」「日文（ひふみ）」「天名地鎮

（あないち）」「阿比留（あひる）」文字など多数ある。その後、漢字が伝

来して万葉仮名、カタカナ、ひらがななど日本の文字は多種多様だ。それらのいくつかをご紹介

する。今回は「ヲシテ文字」と「忍びいろは」を取り上げる。 

ヲシテ文字（Woshi-te）  

 漢字以前の日本で、縄文時代から使用されていた文字に「ヲシテ(Woshi-te)文字」というもの

がある。ヲシテ文字とは、考古学に言う縄文時代からの「日本固有文字」で、「ホツマ文字」とい

う言い方もある。 

 

図形（母音）と線（子音）の組合せで構成された４８文字で、現在の五十音と対比できる。 

忍びいろは 

かつて忍者が使った暗号とされる、漢字の組合せによる「忍びいろは」というものがある。 
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そこで、ヒライ流にパソコンで今風・ヲシテ文字と忍びいろはをアレンジして創ってみた。 

ヒライ流 ヲシテ文字 

古代文字の配列を、現代風のあいうえお５０音順に変えてみました。母音の図形を、○ △ □に

簡略化デザインにし、子音の線図を赤色にカラフルにしてみました。これを使って、回文を綴って

みました。有名な回文ですが、これがすでに縄文の時代にあったそうです。 

 

ヒライ流 色気（いろけ）いろは 

漢字の偏の部分を、一週間の「月・火・水・木・金・土・日」七曜日で、 

旁の部分は、色の「色・青・黄・赤・白・黒・紫」を、カラフルに組み合わせて、 

色気のある「忍びいろは」にしてみました。これを使って恋文（密書）を作ってみました。 
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